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2019年９月５日　第 348 号

　野党連合政府の樹立を訴える奥村議長

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱

全労連の野村事務局長

下北地区労連の野坂さん

方針案を提起する檜山事務局長

議　

長

副

議

長

同同同

事
務
局
長

事
務
局
次
長

幹　

事

同同同同同同同同同同同

特
別
幹
事

会
計
監
査

同

19年度役員体制 ～よろしくお願いします～

奥
村　

榮
（
幹
事
会
・
再
）

今　

正
則
（
幹
事
会
・
再
）

石
田
英
仁
（
県
国
公
・
再
）

田
村
儀
則
（
高
教
組
・
再
）

柳
谷
政
志
（
東
青
労
連
・
再
）

檜
山
康
博
（
幹
事
会
・
再
）

工
藤
詔
隆
（
医
労
連
・
再
）

阿
部　

聡
（
上
十
三
地
労
連
・
再
）

有
馬
弘
樹
（
県
国
公
・
再
）

一
戸
隆
行
（
私
教
連
・
新
）

鎌
田
貞
孝
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

相
馬
貴
之
（
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
再
）

千
代
谷
邦
弘
（
年
金
者
組
合
・
再
）

中
屋
敷
泰
一
（
三
八
地
労
連
・
再
）

野
坂
孝
雄
（
下
北
地
区
労
連
・
新
）

水
島
康
雄
（
西
北
五
地
区
労
連
・
再
）

宮
永
崇
史
（
弘
大
職
組
・
再
）

村
上
隆
昭
（
コ
ー
プ
あ
お
も
り
労
組
・
新
）

和
田　

力
（
県
教
組
・
再
）

田
中
清
治
（
幹
事
会
・
再
）

井
筒
信
之
（
医
労
連
・
再
）

篠
原　

徹
（
県
国
公
・
新
）

■
東
京
五
輪
関
連
で
気
に
な
る

記
事
を
見
か
け
た
。
そ
れ
は
、

一
部
で
は
あ
る
が
韓
国
で
東
京

五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
意
見
が
出

始
め
、
そ
の
理
由
に
「
福
島
原

発
事
故
の
処
理
問
題
」
が
浮
上

し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
韓
国

で
は
福
島
県
な
ど
の
農
産
物
に

つ
い
て
厳
し
い
輸
入
制
限
を
設

け
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
東
京

五
輪
を
巡
っ
て
再
浮
上
し
つ
つ

あ
る
の
だ
と
か
。
■
8
月
2
日

付
の
東
京
新
聞
に
は
、「
韓
国

外
務
省
の
気
候
環
境
科
学
外
交

局
長
が
、
在
韓
国
日
本
大
使
館

行
使
を
呼
び
出
し
、
福
島
第
一

原
発
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ

処
理
水
の
海
洋
放
出
計
画
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
、
日
本
政
府

の
『
公
式
的
な
回
答
』
を
要
求
」

な
ど
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
韓

国
で
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
健

康
被
害
へ
の
懸
念
が
強
く
、
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

選
手
に
提
供
さ
れ
る
食
事
を
問

題
視
し
た
り
、
日
本
の
輸
出
規

制
強
化
へ
の
反
発
も
絡
み
大
会

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
主
張
が
出
て
い

る
の
だ
そ
う
。
で
も
、
こ
れ
は

韓
国
だ
け
に
と
ど
ま
る
話
で
は

な
い
。
他
国
の
選
手
だ
っ
て
同

じ
よ
う
に
考
え
て
お
か
し
く
な

い
。
だ
っ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
に

と
っ
て
自
身
の
体
は
何
よ
り
大

切
な
の
だ
か
ら
。
■
か
つ
て
安

倍
首
相
は
「
原
発
は
ア
ン
ダ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
ぶ
ち
上
げ

た
。
そ
の
ツ
ケ
が
こ
れ
。
本
人

も
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
ア
フ
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
後
の
祭
り
）。

因
果
は
巡
る
の
だ
。　
（
ノ
リ
）

　

青
森
県
労
連
は
8
月
24
日
、

青
森
市
で
第
31
回
定
期
大
会
を

開
催
、
19
組
合
、
代
議
員
・
傍

聴
50
名
、
役
職
員
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
全
労

連
野
村
幸
裕
事
務
局
長
、
全
労

連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
越
後
屋
健
一

運
営
委
員
、
共
産
党
畑
中
孝
之

ま
し
た
。

　

檜
山
事
務
局
長
局
長
は
19
年

度
運
動
方
針
案
を
提
案
、
組
織

の
拡
大
強
化
に
ふ
れ
青
森
市
と

つ
が
る
市
の
障
害
者
施
設
、
十

和
田
市
の
保
育
園
で
の
新
組
合

結
成
の
前
進
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
組
合
員
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

５
０
０
０
人
を
割
り
込
む
危
険

性
を
指
摘
、
組
織
の
拡
大
は
喫

緊
の
課
題
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。
大
会
は
全
て
の
議
案
を
満

場
一
致
で
採
択
し
閉
幕
し
ま
し

た
。

県
委
員
長
、
社
民
党
三
上
武
志

県
連
合
代
表
、
初
め
て
の
参
加

と
し
て
立
憲
民
主
党
山
内
崇
県

連
合
代
表
が
挨
拶
、
国
民
民
主

党
田
名
部
匡
代
参
院
議
員
な
ど

16
団
体
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
村
議
長
は
、
安
倍
政
権
の

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
大
企
業

優
遇
の
政
策
を
批
判
、
「
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
や

「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主

義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連

合
」
が
結
成
さ
れ
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
前
進
に
よ
っ
て
、

参
院
選
挙
の
１
人
区
の
10
選
挙

区
で
の
野
党
統
一
候
補
の
勝
利

を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
強
調
し

参
加
者
の
発
言

新
岡
代
議
員
（
三
八
地
労
連
）

八
戸
市
営
バ
ス
労
組
は
組
合
事

務
所
確
保
の
た
め
人
事
委
員
会

に
あ
っ
せ
ん
依
頼
、
事
務
所
獲

得
。
全
医
労
八
戸
支
部
は
医
師

の
パ
ワ
ハ
ラ
、
過
半
数
の
拡
大

を
目
標
に
奮
闘
。

野
崎
代
議
員
（
西
北
五
地
区
労

連
）
市
長
と
の
初
め
て
の
懇
談

と
メ
ー
デ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
メ
ー
デ
ー
に
3
野
党
が
初

め
て
出
席
、
20
名
参
加
の
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
。

内
山
代
議
員
（
医
労
連
）

再
任
用
拒
否
に
つ
い
て
裁
判
で

た
た
か
う
こ
と
で
準
備
、
看
護

師
な
ど
に
放
射
線
に
か
か
わ
る

10の選挙区での勝利は画期的
総選挙勝利で安倍内閣退陣

違
法
業
務
を
監
督
署
に
申
告
、

是
正
勧
告
。

秋
元
代
議
員
（
医
労
連
）

介
護
員
の
夜
間
手
当
を
６
３
０

円
か
ら
１
０
６
０
円
に
是
正
、

期
間
業
務
職
員
の
夏
季
休
暇
の

獲
得
、
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
。

山
本
代
議
員
（
医
労
連
）

全
国
一
斉
に
退
勤
時
間
調
査
に

健
生
労
組
１
９
８
人
が
回
答
、

始
業
前
の
業
務
、
終
業
後
の
サ

ー
ビ
ス
残
業
が
多
い
。

逢
坂
代
議
員
（
高
教
組
）

総
務
省
は
非
常
勤
職
員
に
も
一

時
金
の
支
給
を
通
知
、
青
森
県

で
は
支
給
に
つ
い
て
協
議
す
る

と
回
答
。
他
県
で
も
獲
得
し
て

い
る
臨
時
教
員
の
２
級
適
用
を

要
求
。

佐
藤
代
議
員
（
中
弘
南
黒
地
区

労
連
）

３
０
０
０
万
人
署
名
推
進
の
た

め
の
実
行
委
員
会
の
結
成
、
毎

月
の
集
会
・
パ
レ
ー
ド
、
署
名

の
た
め
の
毎
戸
訪
問
、
5
万
の

目
標
に
３
万
２
千
筆
に
到
達
。

野
坂
代
議
員 

（
下
北
地
区
労
連
）

下
北
地
域
一
般
労
組
を
結
成
、

７
名
が
参
加
。
最
賃
の
意
見
書

採
択
で
全
自
治
体
を
訪
問
、
む

つ
市
は
議
員
発
議
で
採
択
、
大

間
町
・
佐
井
村
・
風
間
浦
村
で

も
採
択
。

対
馬
代
議
員
（
ひ
だ
ま
り
）

つ
が
る
市
の
障
害
者
施
設
の
法

人
の
私
物
化
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
横

行
に
組
合
を
春
に
結
成
、
正
職

員
の
待
遇
改
善
・
人
事
の
手
直

し
を
獲
得
。

伊
藤
代
議
員
（
県
国
公
）

５
２
５
名
の
社
保
庁
解
雇
に
対

し
て
71
人
が
人
事
院
に
提
訴
、

25
人
が
職
場
復
帰
、
最
高
裁
で

敗
訴
、
支
援
を
よ
び
か
け
。

小
倉
代
議
員
（
県
国
公
）

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
青
年
層

と
非
常
勤
職
員
の
改
善
。

相
馬
代
議
員
（
中
弘
南
黒
地
区

労
連
）

地
区
労
連
は
事
務
所
を
健
生
労

組
に
間
借
り
、
役
員
も
年
金
生

活
者
中
心
、
県
労
連
も
含
め
て

役
員
体
制
の
若
返
り
を
。

神
代
議
員
（
自
治
労
連
）

会
計
年
度
任
用
制
度
の
学
習
会

を
開
催
、
そ
の
後
臨
時
職
員
を

中
心
に
27
名
が
加
入
。

西
﨑
代
議
員
（
ひ
だ
ま
り
）

つ
が
る
市
の
障
害
施
設
で
14
名

で
組
合
を
結
成
、
団
交
を
3
回

実
施
、
県
労
連
・
地
労
連
の
援

助
を
要
請
。
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第346回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
10
月
15
日

●
発
表
＝
11
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
346
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
344
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
右
猫
の
尻
尾
②

右
女
性
の
コ
ッ
プ
③
屋
根
の

幅
④
織
姫
の
髪
⑤
織
姫
の
袖

口
⑥
男
性
の
襟
元
の
形
⑦
七

夕
飾
り
の
丸
い
形

《
当
選
者
》
7
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
笹
村
明
日
香
（
民
医

労
）
、
細
川
弘
彦
（
年
金
者

組
合
）
、

中
道
博
章

（
年
金
者
組

合
）
、
飯
田

マ
サ
子
（
岩

手
農
林
支

部
）
、
今
晴

美
（
ひ
だ
ま

り
）

青
森
市
の

戦
跡
め
ぐ
り

あ
っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

誕
生
し
た
全
労
連
を
政
府
・

財
界
・
連
合
は
激
し
く
攻
撃
、

政
府
関
係
の
各
種
委
員
会
（
最

賃
審
議
会
・
労
働
委
員
会
）
な

ど
か
ら
排
除
、
現
在
も
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
労

連
・
県
労
連
は

労
働
者
・
国
民

の
生
活
と
権

利
、
平
和
擁
護

た
め
に
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で

は
、
３
代
目
議

長
の
平
戸
富
治

さ
ん
と
４
代
目

議
長
の
苫
米
地

宣
廣
さ
ん
が
活

動
の
思
い
出
を

語
り
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
県
労
連
の

　

奥
村
議
長
は
開
会
あ
い
さ
つ

で
、
県
労
連
が
結
成
さ
れ
た

１
９
８
９
年
は
国
際
的
に
は
ベ

ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
天
安
事

件
、
国
内
で
は
消
費
税
３
％
の

導
入
、
総
評
の
解
散
、
全
労
連

と
連
合
の
結
成
と
激
動
の
年
で

先
日
3
年
生
の
次
男

に
「
マ
マ
は
ど
う
し
て
戦
争
嫌

な
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

私
な
り
に
３
年
生
で
も
わ
か
る

よ
う
な
回
答
を
し
た
つ
も
り
で

す
が
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い

た
ら
い
い
な
。
子
ど
も
だ
と
思

っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
も
う

そ
う
い
う
事
を
考
え
ら
れ
る
年

に
な
っ
た
ん
だ
な
あ
。
（
笹
村

明
日
香
・
民
医
労
）

青
森
県
参
院
選
投
票
率

42
・
94
％

体
調
悪
く
て
行
け
な
い
な
ら
と

も
か
く
、
６
割
の
県
民
は
年
金

下
が
っ
て
も
消
費
税
上
が
っ
て

も
文
句
一
つ
な
く
暮
ら
せ
る
な

ん
て
羨
ま
し
い
な
あ
！
（
細
川

弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

安
倍
晋
三
が
参
院
選
後
に

与
党
を
支
持
す
る
民
意
が
示
さ

れ
た
、
と
ほ
ざ
い
て
い
た
。
沖

縄
県
民
の
辺
野
古
移
設
反
対
の

民
意
を
無
視
し
て
き
た
キ
サ
マ

に
都
合
の
い
い
時
だ
け
民
意
と

言
え
る
資
格
は
な
い
！
呆
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
（
中
道
博

章
・
年
金
者
組
合
）

青
森
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

8
月
8
日
、
現
在
７
６
２
円
か

ら
28
円
引
き
あ
げ
て
７
９
０
円

と
す
る
こ
と
を
青
森
労
働
局
長

に
答
申
し
た
と
い
う
。
こ
れ
で

は
税
金
や
社
会
保
険
料
を
引
く

と
手
取
り
は
11
万
円
そ
こ
そ

こ
。
食
べ
る
だ
け
で
キ
チ
キ
チ

の
生
活
だ
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
・

ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
で
働
い
て
い

る
人
も
数
多
い
。
し
か
し
、
そ

れ
を
改
善
す
る
た
め
の
闘
い

も
、
法
整
備
の
た
め
の
国
政
選

挙
へ
の
投
票
も
停
滞
し
た
ま
ま

だ
。
国
民
も
労
働
者
も
も
う
諦

め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
（
長
内
一
・
建
交
労
）

夏
ま
つ
り
が
お
わ
り

風
が
涼
し
く
な
っ
た
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。
お
盆
が
過
ぎ
れ
ば
ま

た
時
の
流
れ
が
加
速
さ
れ
ま
す

ね
。
10
月
消
費
税
の
増
税
が
気

に
な
り
ま
す
。
（
今
晴
美
・
ひ

だ
ま
り
）

　

第
１
回
青
森
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
が
（
7
／
9
）
行
わ

れ
、
最
低
賃
金
審
議
委
員
の
中

か
ら
会
長
に
公
益
委
員
の
石
岡

さ
ん
、
会
長
代
理
に
佐
藤
さ
ん

が
選
出
さ
れ
、
最
低
賃
金
専
門

部
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
県
最
低
賃
金
専
門
部
会

（
7
／
29
）
で
は
、
最
低
賃
金

改
正
に
当
た
っ
て
の
意
見
陳
述

を
青
森
県
地
域
一
般
労
働
組
合

執
行
委
員
長
の
鎌
田
さ
ん
が
行

い
、
〝
食
べ
る
だ
け
で
精
一
杯

の
最
低
賃
金
で
は
病
気
に
な
っ

て
も
病
院
に
行
け
な
い
事
や
、

生
計
費
調
査
で
は
全
国
ど
こ
で

焼け残った蓮華寺境内で

県
労
連
結
成
30
周
年

記
念
祝
賀
会

運
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
最
後

に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
合
唱
し
て
終

了
し
ま
し
た
。
な
お
、
記
念
誌

「
県
労
連
新
聞
で
見
る
青
森
県

労
連
10
年
の
活
動
」
の
冊
子
を

作
成
し
ま
し
た
。
各
組
合
に
配

布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

三
〇
周
年
の
記
念
誌

二
三
八
分
の
座
り
こ
み

六
五
名
が
参
加
し
た
祝
賀
会

暮
ら
し
て
も
か
か
る
費
用
は
ほ

ぼ
同
じ
で
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
と
全
国
一
律
最
賃
制
度

を
訴
え
ま
し
た
。
〞
使
用
者

側
、
労
働
者
側
、
公
益
代
表
委

員
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
2
回
青
森
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
（
8
／
2
）
で
は
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
目
安

額
（
26
円
）
の
伝
達
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
３
回
青
森
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
（
8
／
8
）
で
は
、
専

門
部
会
で
出
さ
れ
た
答
申
額
26

円
＋
２
円
（
28
円
）
の
採
決
が

　

青
森
市
平
和
委
員
会
と
青
森

市
9
条
の
会
連
絡
セ
ン
タ
ー
は

9
月
1
日
、
青
森
空
襲
・
遺
跡

め
ぐ
り
を
実
施
、
市
民
な
ど
22

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
森
市
は
戦
争
末
期
の
7
月

28
日
深
夜
、
米
軍
の
８
万
３
千

発
の
焼
夷
弾
に
よ
っ
て
焼
き
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
死
者
は
諸
説

あ
る
が
建
設
省
と
復
員
省
の
調

査
に
よ
る
と
１
０
３
６
名
と
さ

れ
て
い
る
が
、
氏
名
が
不
明
な

ま
ま
で
す
。
米
軍
は
27
・
28
日

に
空
襲
予
告
ビ
ラ
を
６
万
枚
撒

い
た
が
、
デ
マ
だ
と
し
て
警
察

な
ど
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
被
害
を
大
き
く
し

た
の
は
地
方
な
ど
に
避
難
し
て

い
る
市
民
に
対
し
て
、
県
知
事

名
に
よ
る
「
青
森
市
に
帰
還
せ

よ
、
帰
還
し
な
い
も
の
者
は
町

会
人
名
台
帳
か
ら
削
除
」
す
る

と
い
う
通
達
に
よ
っ
て
28
日
ま

で
に
帰
還
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
青

函
連
絡
船
13
隻
は

7
月
14
日
〜
8
月

10
日
に
か
け
て
の

空
爆
に
よ
っ
て
全

滅
、
５
５
６
人
が

犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
青

森
空
襲
の
ビ
デ
オ

の
鑑
賞
、
青
森
空

襲
常
設
展
示
室
の

見
学
の
あ
と
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
市

行
わ
れ
、
使
用
者
側
５
人
全
員

が
反
対
で
し
た
が
、
労
働
者
側

と
公
益
委
員
が
賛
成
し
、
28
円

が
青
森
労
働
局
長
に
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
４
回
青
森
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
（
8
／
26
）
で
は
、
異

議
申
し
立
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
〝
専
門
部
会
で
十
分
な
審

議
し
た
の
で
、
審
議
す
る
必
要

は
な
い
〞
と
い
う
事
で
、
異
議

申
し
立
て
は
却
下
さ
れ
ま
し

た
。

　
県
労
連
大
会
終
了
後
の
18
時
か
ら
青
森
市
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

で
、
青
森
県
労
連
結
成
30
周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
来

賓
・
旧
役
員
・
組
合
員
な
ど
65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
賃
28
円
上
げ

七
九
〇
円
に

内
の
現
存
す
る
当
時
の
建
物
、

青
函
連
絡
船
戦
災
の
碑
、
旧
油

川
飛
行
場
、
焼
け
残
っ
た
蓮
華

寺
、
旧
歩
兵
第
５
連
隊
営
門
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
戦
跡
を
見
る
に

つ
け
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
え

さ
せ
な
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。

●
第
2
回
県
労
連
幹
事
会

日
時　

10
月
5
日
㈯
10
時
半

場
所　

県
労
連
会
議
室

●
第
21
回
県
高
齢
者
大
会

日
時　

10
月
10
日
㈭
10
時

場
所　

青
森
市
文
化
会
館

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

津
軽
人
形
芝
居
「
金
太
豆
蔵
」

記
念
講
演　

本
田
宏
氏
（
立

教
大
学
講
師
）

●
日
本
平
和
大
会

日
時　

11
月
8
日
〜
9
日

場
所　

沖
縄
市
・
豊
見
城
市

こ
れ
か
ら
の
予
定


